


SDGs 地域啓発プロジェクト

こここなた これから共に 生きいきと

こここｃｏライブ

「ここ」は、今いるところ、地域であり、この地球です。

「こなた」は、主体・自分です。二人称（あなた）としても使います。

「これから」は、今を含む未来に向かう持続可能性です。

「co 共に」は、いろいろな人やモノ、他の生き物と、そして地球との「共生」
symbiosisです。「包括」inclusiveでもあります。

「 l i v e 生き生きと」は、あらゆる「もの」がその生命・存在を「まっとう」

well-beingできる「こと」への願であり、その「まっとう」に向けて微力を

尽くす決意でもあります。もちろん「生きる」live意味も含みます。

「誰も置き去りにしない」No one will be left behind. というSDGsの標語も
ありますが、日本語的に五七五で表現し、更に圧縮したのがプロジェクト名です。





持続可能な明るい社会



京都コングレス

2021年3月7日～3月12日

＠国立京都国際会館

ロゴマークは「桜」のイ

メージと，京都コングレスの

全体テーマであるＳＤＧｓのカ

ラーホイール及び国連犯罪防

止刑事司法会議のロゴマーク

を組み合わせたものです。

京都コングレスが桜の季節

である４月に開催されること

にちなみ，日本を代表する花

として広く国際的に認知され

ており，かつ開催地である京

都をイメージする花である

「桜」をモチーフとしたもの

となっています。


